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た毎回終了後にはアンケートを実施した。プログラムの実施内容は、週 1 回、90 分実施。




リエンテーションと「自信」について、第 2 回「健康度」、第 3 回：「自分の特技・興味」、
第 4 回：「作業能力」、第 5 回：「対人関係」、第 6 回：「まとめと発表会」であった。  




終回参加者 7 名中 5 名に点数の向上が見られ、1 名は変化なし、1 名は低下であった。
平均点の比較では、初回が 6.3 点であったのに対し、終了時は 7.7 点と向上がみられた。
自意識尺度の結果では、点数の向上したものと下がったものが半数ずつと全般的な傾向
は見られなかったが、私的自意識と公的自意識の差が、初回の差の平均が 6.9 であった
のに対し、終了時は 4.7 と差が小さくなっていた。  
 毎回のアンケートの結果においては 5 点満点中(点数が高いほど満足度が高い )毎回 4
点以上の平均点であった。アンケートの自由記載欄には、「自己分析出来てよかった」
「（このプログラムが）気づくきっかけとなった」、「自分を向上できるために自分を見
直そうと思った」、「今後の仕事を考え直す事ができた」などの意見があった。  
〈考察〉結果より、本プログラムへの参加満足度は高く、また自己効力感尺度に点数の
向上が大半の参加者に見られたことは、今回のプログラムへの参加が、「自信」に繋がっ
たのではないかと考える。また自意識尺度の私的・公的の差が少なくなったことは自己
への関心に偏りが少なくなったことが考えられた。  
今後さらに分析を進め、就労に結びつく、より効果的なプログラムの立案に繋げてい
きたいと考える。 
 
